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都市との交流を進める特別委員会活動（目黒のＳＵＮまつり参加）
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一般質問で村政を問う、各委員会審査
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議会ＯＢの声、議案内容及び議決一覧、議会活動◆



借入金・預金の現在高

平成２６年度特別会計決算

平成２６年度一般会計決算

留保資金
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平
成
　
年
第
６
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、
９
月

３
日
〜
　
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　﹁
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認

定
﹂
﹁
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計
の

補
正
予
算
﹂
﹁
条
例
等
の
一
部
改
正
﹂
﹁
片
品
村
振
興

公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
﹂﹁
専
決
処
分
の
報
告
﹂﹁
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
﹂
等
が
提
案

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

* 収益的収入・支出については税抜きの金額です。収支差は、法律に基づき現金の支出を伴わない雑支出計上のためです。

*資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２,８５０万円は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。
　なお、他会計借入金残高は２億６,０００万円です。

国民健康保険

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

   合　　計

歳入決算額

歳出決算額

繰越明許費繰越額

事故繰越し繰越額

実質収支額

３３億８，３８８万円

１７億　 ６８３万円

基金へ繰入

平成27年度予算へ繰越

内　訳

１億２，０００万円

１億１，７８０万円

（前年度比 2 億8,729万円増）

（前年度比 1 億6,640 万円減）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４５億　 ３６３万円 

４０億９，６７９万円

1 億６，９０３万円

０万円 

２億３，７８０万円

収益的収入・支出

資本的収入・支出

１億３,０７６万円

　　１,３７８万円

１億３,０６２万円

　　４,２２８万円

６４万円

△２,８５０万円

（9,372 万円）

（978 万円）

会 計 名

観光施設事業 支　出 利　益収　 入　     （内、一般会計からの補助金）

歳入決算額
翌年度繰越額の内訳

基金繰入金 Ｈ27年度予算へ
翌年度繰越額( 内、一般会計から繰入 )

7 億 8,604 万円

1 億　724 万円

5 億 1,841 万円

1 億 1,833 万円

5,754 万円

15 億 8,756 万円

5,964 万円

1,103 万円 

2,444 万円 

554 万円 

176 万円 

1 億　241 万円

歳出決算額

7 億 2,641 万円

9,620 万円

4 億 9,397 万円

1 億 1,279 万円

5,578 万円

14 億 8,515 万円

3,000 万円

０

０

０

０

3,000 万円

2,964 万円

1,103 万円 

2,444 万円 

554 万円 

176 万円 

7,241 万円

(9,863 万円）

（2,408 万円）

（7,487 万円）

（8,982 万円）

（2,271 万円）

(3 億1,011 万円）

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

  合　　 計

０

１億８,９２９万円

０

４億　２９５万円

５億９,２２４万円

1 億６,１４９万円

 ２,７９０万円

１万円

０

１億８,９４０万円

年度末村債他（借入金）現在高 年度末基金（預金）現在高

観光施設事業 ４億３,４００万円 １億　８０２万円

年度末借入金現在高 留保資金

ワンポイント解説

現金の支出を必要としない
経費で、具体的には減価償
却費などが留保された資金
です。
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専 決 処 分 の 報 告

地方自治法第 180条第１項の規定により専決処分の報告がありました。

村道塗川・幡谷線　塗川橋架替工事の変更請負契約 変更前契約金額　177,120,000 円

変更後契約金額　182,314,800 円



監査委員の審査意見

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

片品村振興公社㈱の経営状況の報告

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉

▲

旅行部

▲

かたしなや

▲

実質公債費比率

資金不足比率

第 6 回定例会3

公社の総売上　　 ３億５，４０９万円　

村としての益金　　  　１，３５２万円

公社税引後当期利益額　　　１１万円

入込客数　　　　　　　　１４２，３４９人
（村外利用者 118,018 人、82.9%）
売上代金　　　　　　　２億２，４８３万円
仕入代金　　　　　　　　　８，１４０万円
販売管理費及び公社手数料 １億３，１８２万円
益金　　　　　　　　　　　１，１６１万円

入込客数　　　　　　　　　３８,９７０人
（村外 19,658 人、50.4％）
売上代金　　　　　　　　  １，　７２７万円
仕入代金　　　　　　　　　　 ２３４万円
販売管理費及び公社手数料　　１，２６７万円
益金　　　　　　　　　　　　２２６万円

年間受入人数　４，９６７人（延べ１２，２９４人）

売上代金　　 ７，００７万円
仕入代金　    ５，５５３万円
販売管理費及び公社手数料　　２，４０８万円
益金　　      △９５４万円（村委託金対応）

売上代金　　　　　　　  ４，１９２万円
仕入代金　　　　　　　  ２，０９５万円
販売管理費及び公社手数料　２，１３２万円
益金　　　△３５万円（公社売上金対応）

　平成２６年度の村債は５億３，９７４万円です。

　主に片品小学校改築、塗川橋上部工、三松橋改修、消

　防施設整備、クロスカントリーコース圧雪車車庫建築

　などの他、福祉医療費支給事業等のソフト事業に充当

　されている。

　村税の収納率は 64.6％で前年度より 0.8 ポイント減、

　収入未済額は３億 2,372 万円と前年度より 2,333 万

　円増額で、固定資産税の増が主なものである。その

　未収入額について、今後も適切な処理が必要である。

　地方交付税は 19 億 7,243 万円で、前年度より 9,377

　万円減額となり、歳入総額の 43.8％を占めている。

　国民健康保険税の収納率は 82.4％、一人あたりの

　診療費は 17 万 9,170 円（年間）で、前年度より 2,450

　円増えている。被保険者の高齢化等による医療費の増

　大など非常に厳しい運営が予想される。

　水道料の収納率は 6 0 . 4 ％、一人あたりの１日平均給

　水量は、３４６ℓ。堅実な運営を図るために未収金の解

　消に努力されたい。

　下水道への加入率は 5 6 . 6 ％と依然低く、適切な対応

　を望む。

　職員の資質向上を図り、住民の期待に応える行政執行

　がなされるよう一層の努力を希望したい。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

実質赤字比率

特別会計の名称

観光施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

ー

資金不足比率 備　　考

Ｈ２６年度 ー（赤字 0）

１５ ２０ ２５ ３５０

ー（赤字 0） ５．５ −

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村の税金等、毎年決まって
入るお金に対して、借金返
済額がどの程度の割合にな
るかを示す指標です。

ワンポイント解説

* 資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20%以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、大変良好な
　比率となっています。



第 5 回 臨 時 会

平成２７年度９月補正 主な一般会計補正

陳情審議結果

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

訴えの趣旨

訴えの理由

訴えの対象物件

管轄裁判所

■
片
品
村
税
条
例
の

　
一
部
改
正

■
片
品
村
国
民
健
康
保
険
税

　
条
例
の
一
部
改
正

■
片
品
村
手
数
料
条
例
の

　
一
部
改
正

■
村
議
会
会
議
規
則
の

　
一
部
改
正
︵
議
員
発
議
︶

答答

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

選挙管理委員会委員選挙

4第６回定例会・第 5回臨時会

一般会計

歳　　入

地方消費税

地方交付税

県支出金

繰入金

前年度繰越金

村債

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

歳　　出

4,265,956

921,470

82,200

526,915

58,678

86,398

254,044

26,254

10,034

23,437

1,259

△27

4,520,000

947,724

92,234

550,352

59,937

86,371

23,564

5,329

25,053

70,145

132,311

24,900

153,736

8,942

2,450

67,803

△4,800

会　計　名 歳入歳出補正前 補正額 補正後

（単位：千円） （単位：千円）

国民健康保険

簡易水道

９月定例会において審議された陳情は、下記のとおり決定しました。

受理年月日 件　　名 陳　情　者 付託委員会 審議結果

国際平和支援法案、平和安全

法制整備法案の強行に反対す

る意見書提出を求める陳情書

戦争をさせない利根沼田実行委員会

木村朝次郎他２５名

総務文教

常任委員会
継続審査

平成 27 年

8 月 20 日

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

選挙管理委員会委員

　　三浦　良次氏　　　狩野　行男氏

　　深見茂利雄氏　　　金子　彦一氏

補充員

　①星野　和雄氏　　②笠原　森吉氏

　③萩原　　仕氏　　④戸丸　廣安氏

に決まりました。

　なお、補充員の補充の順序は指名の順序

  ８月６日、第５回臨時会を開催。訴えの提起に

ついて、原案のとおり全員賛成で可決しました。

　被告４名に対し、対象物件について、寄附
を原因に所有権移転の手続きを求めるもの。

　対象物件の土地は、寄附を受け、村道とし
て管理してきたものであるが、登記が死亡し
た者のままであり、権利関係を明確にし紛争
を防ぐための訴えを提起するもの。

片品村地内　地目  山林　８９㎡

前橋地方裁判所　沼田支部

ワンポイント解説
　選挙管理委員は、地方自治法の定めるところにより、選挙権
を有する者のうちから議会において選挙で選ばれます。
　なお、議会は、議員に異議がないときは指名推選の方法を用
いることができます。

　
番
号
法
及
び
地
方
税
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
。

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
。

　
番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
。

　
議
会
に
お
け
る
議
員
の

欠
席
届
の
取
り
扱
い
に
関

し
て
、
出
産
の
場
合
の
欠

席
の
届
出
に
つ
い
て
、
新

た
に
規
定
。

　
　
今
回
計
画
し
て
い
る

︵
仮
称
︶
尾
瀬
の
郷
駅
整
備

場
所
は
、
今
後
検
討
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
調
査
設

計
費
用
に
つ
い
て
、
５
月

に
説
明
さ
れ
た
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
事
業
と
異

な
る
の
は
、
担
当
課
長
空

席
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

早
急
に
課
長
職
を
置
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
計
画
エ
リ
ア
内
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
行
型
交
付
金
は

ハ
ー
ド
整
備
に
は
不
可
と

の
国
の
回
答
が
あ
り
、
確

認
後
の
訂
正
で
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

︵
副
村
長
︶

　
前
に
も
答
弁
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
関
係
は
大
変

重
要
な
問
題
に
な
り
ま
す

の
で
、
任
命
権
者
と
し
て

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
、
今
も
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。
　

︵
村
長
︶

・
平
成
　
年
度
一
般
会
計

  

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

  

に
つ
い
て
、
こ
ん
な
質

  

問
が
あ
り
ま
し
た
。

問
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一 般 質 問

答答

答 答

答

答

答

答答

・
は
じ
め
に

・
終
わ
り
に

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

　
﹁
環
境
﹂
と
﹁
循
環
﹂
を

重
視
し
た
外
部
発
信
は
、
村

の
発
展
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　﹁
世
界
自
然
保
護
会
議
﹂
に

お
い
て
﹁
持
続
可
能
な
旅
行

形
態
﹂
の
た
め
の
国
際
基
準

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
ま
だ
普
及
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
駆
け

と
し
て
今
年
度
　
月
５
日
か

ら
７
日
ま
で
、
﹁
尾
瀬
片
品

フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂ 

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ

ン
タ
ー
と
共
催
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
﹁
片
品
村
収
穫
祭
﹂

﹁
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
﹂
な
ど
も

発
信
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
皆
さ
ん
と
問
題
意

識
を
共
有
し
つ
つ
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
世
界
で
は
、
経
済
発
展
を

優
先
し
環
境
対
策
を
後
回
し

に
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し

人
類
に
よ
る
地
球
環
境
の
破

壊
は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
農
業
と
観
光
の
村
で
あ
る

尾
瀬
片
品
が
こ
れ
か
ら
も
光

り
輝
き
続
け
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
村
を
つ
く
っ
て

い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
私

は
環
境
と
循
環
の
二
つ
を
重

視
す
る
の
が
　
世
紀
の
村
・

国
・
世
界
の
基
本
テ
ー
マ
と

考
え
ま
す
。

　
以
上
の
基
本
認
識
に
基
づ

い
て
質
問
し
ま
す
。

 

　  

中
学
校
建
設
に
使
用
予

定
の
村
有
林
を
﹁
循
環
の
森
﹂

﹁
百
年
の
森
﹂﹁
　
世
紀
の
森
﹂

と
名
付
け
て
小
中
学
校
そ
し
て

尾
瀬
高
校
と
の
共
同
の
学
習
林

と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
尾
瀬
高
校
と
は
、
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
と
し
て
　
年

以
上
の
交
流
事
業
を
続
け
て

い
ま
す
。
現
在
は
補
助
事
業
で

整
備
し
た
、
学
校
周
辺
の
た

め
池
な
ど
を
活
用
し
た
学
習

を
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
木
造
校
舎
の
建
設
を

考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も

村
有
林
の
中
に
　
年
生
育
し

た
山
林
が
０ 

９
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
り
ま
す
。
伐
採
し
た
あ

と
の
活
用
で
す
が
、
南
相
馬

市
民
の
受
け
入
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
友
好
と
絆
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
防

災
の
必
要
性
、
命
の
大
切
さ
、

支
え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
友
好
と
絆
を

目
的
に
南
相
馬
市
と
﹁
友
好

の
森
﹂﹁
絆
の
森
﹂
と
し
て
記

念
植
樹
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

5
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問

 

　  

村
有
林
の
活
用
に
つ
い

て
は
ま
だ
、
細
か
い
詰
め
ま

で
は
い
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
い
い
か
。

　
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
の
や
り

方
工
夫
が
あ
る
と
思
う
が
。

問

 

　  

森
を
育
て
る
こ
と
は
、

人
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

学
習
林
と
し
て
の
展
開
に
対

し
て
の
認
識
を
お
聞
き
し
た
い
。

問

 

　  

尾
瀬
高
校
存
続
に
関
す

る
問
題
と
し
て
こ
の
地
区
に

高
校
が
５
つ
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

問

︵
村
長
︶

　
な
に
を
植
え
る
か
、
ど
う

い
う
方
法
で
や
る
の
か
南
相

馬
市
と
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　  

﹁
循
環
の
森
祭
り
﹂
な
ど

を
行
い
、
村
が
﹁
環
境
﹂
と

﹁
循
環
﹂
を
重
視
す
る
こ
と
を

外
に
発
信
す
る
こ
と
は
、
農

業
と
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
る
と
考
え
る
が
。
　

　
ま
た
、
毎
年
、
小
中
学
生
、

尾
瀬
校
生
ま
た
公
募
の
一
般

の
人
々
と
育
樹
作
業
を
行
う

こ
と
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
催

し
を
生
み
出
せ
る
の
で
は
。

問

 

　  
新
し
い
中
学
校
を
村
民

共
有
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
た

め
に
各
地
区
の
共
有
林
か
ら

木
材
の
寄
附
を
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
は
あ
る
か
。

問

 

　  

自
分
た
ち
の
校
歌
が
な

く
な
り
片
品
小
学
校
の
校
歌

を
歌
う
こ
と
に
な
る
が
。

問

 

　  

１
区
か
ら
８
区
ま
で
の

共
有
林
か
ら
木
の
寄
附
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
一

つ
に
な
る
中
学
校
が
出
来
る

と
思
う
が
。

問

 

　  

新
し
い
片
品
小
学
校
の

校
名
、
校
歌
に
つ
い
て
検
討
の

経
緯
を
お
聞
き
し
た
い
。

問

　
尾
瀬
高
校
の
必
要
性
に
つ

き
ま
し
て
は
、
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

︵
教
育
長
︶

︵
村
長
︶

　
村
有
林
の
木
材
は
数
十
年

片
品
の
風
雪
に
耐
え
環
境
に

適
合
し
て
生
育
し
た
立
派
な

木
で
す
。
新
片
品
中
学
校
は

地
元
の
木
材
を
使
用
し
た
木

造
校
舎
と
し
て
皆
様
に
評
価

し
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
村
有
林
の
木
材
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
現
時
点

で
は
、
寄
附
を
募
る
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

　
内
容
的
に
は
片
品
小
学
校

に
吸
収
合
併
と
い
う
考
え
で

す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

複
式
学
級
が
存
在
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
結
果
と
し
て
吸

収
合
併
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
人
、
物
、
金
、
情
報
が
国

を
超
え
て
自
由
に
行
き
来
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
が
来

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地

球
規
模
で
考
え
地
域
で
行
動

す
る
、
身
近
な
事
で
も
大
局

視
点
で
と
ら
え
て
始
め
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
環
境
と
循
環
を
土
台
と
し

た
村
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
真
の
地
方
創
生
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

　
村
有
林
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
地
元
に
適
し
た
校
舎
と

い
う
考
え
で
お
り
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

　
小
学
校
の
統
合
に
つ
き
ま

し
て
は
、
片
品
村
教
育
振
興

基
本
計
画
で
示
さ
れ
、
村
立

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
早
急
に
片
品
小
学
校
に

統
合
す
べ
き
と
の
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、

教
育
委
員
会
も
統
合
の
決
定

を
し
ま
し
た
。
地
区
説
明
会

を
開
催
し
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
校
名
に
つ
い
て
は
、
先
行

統
合
、
完
全
統
合
と
２
段
階

に
な
っ
た
た
め
に
校
歌
を
変

え
る
と
４
年
間
で
３
つ
の
校

歌
を
歌
う
こ
と
と
な
る
場
合

も
あ
り
、
片
品
小
学
校
の
校

歌
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

︵
教
育
長
︶
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③
校
舎
に
つ
い
て
は
、
木

　
造
平
屋
建
て
︵
漢
字
の

　
王
の
字
︶、
外
側
は
劣
化

　
を
考
え
て
検
討
す
る
。

②
臨
時
校
舎
は
リ
ー
ス
契

　
約
を
予
定
し
て
い
る
。

①
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

　
プ
ー
ル
は
平
成
　
年
３

　
月
ま
で
に
行
い
、
技
術

　
家
庭
棟
・
本
校
舎
は
補

　
助
金
の
関
係
と
、
臨
時

　
校
舎
が
７
月
中
旬
に
完

　
成
す
る
予
定
で
、
引
越

　
の
後
に
９
月
末
ま
で
に

　
解
体
し
た
い
。

④
本
体
工
事
の
工
期
を
　

　
ヶ
月
み
て
、
平
成
　 

年

　
１
月
末
に
完
成
を
予
定

　
し
引
越
の
準
備
を
し
て
、

　
平
成
　
年
４
月
の
利
用

　
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

︵
中
学
校
建
築
に
つ
い
て
︶

問 　
国
の
動
向
な
ど
も
踏
ま

え
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
全
委
員

賛
成
で
継
続
審
査
と
す
る
。

①
本
体
工
事
は
工
程
通
り

　
進
捗
し
て
い
て
、     

月

　
末
ま
で
に
は
完
成
予
定
。

④
校
庭
の
整
備
に
つ
い
て

　
は
、
不
陸
整
正
し
て
水

　
勾
配
に
な
る
よ
う
勾
配

　
修
正
を
し
て
現
状
復
帰

　
す
る
。

③
備
品
関
係
は
で
き
る
だ

　
け
現
存
す
る
も
の
を
使

　
用
す
る
が
、
椅
子
と
机

　
に
つ
い
て
は
新
し
い
も

　
の
で
対
応
し
た
い
。

︵
小
学
校
の
建
築
現
況

　
　
　
　      

に
つ
い
て
︶

　
　
ど
の
よ
う
な
児
童
館

を
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
木
造
で
検
討
し
て
い
る
。

問　
　
児
童
館
以
外
に
何
か

入
る
の
か
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
図
書
室
が
入
り
今
の
児

童
館
よ
り
大
き
く
な
る
。

問　
　
利
用
開
始
の
予
定
は
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
平
成
　
年
４
月
と
な
る
。

一
、
陳
情
に
つ
い
て

　
︵
第
３
号
︶

　
国
際
平
和
支
援
法
案
、

平
和
安
全
法
制
整
備
法
案

の
強
行
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情

二
、
平
成
　
年
度

　
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

三
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

︻
教
育
委
員
会
報
告
︼

四
、
視
察
の
結
果

　
校
舎
は
昭
和
　
年
建
て

ら
れ
、
増
改
築
し
な
が
ら

使
用
し
て
き
た
。
北
と
南

に
２
棟
あ
り
、
い
ず
れ
も

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

３
階
建
て
で
、
老
朽
化
が

進
み
耐
震
基
準
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
既
存
校
舎

を
取
り
壊
し
、
改
築
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
平
成
　
・
　
年
の
２
ヵ

年
事
業
で
は
木
造
平
屋
建

の
校
舎
を
建
築
し
て
　
年

４
月
か
ら
使
用
し
て
い
る
。

　
地
場
産
木
材
を
優
先
的

に
使
用
し
て
、
柱
や
梁
に

は
集
成
材
が
使
わ
れ
て
い

て
、
強
度
も
強
く
耐
久
性

に
も
優
れ
て
い
る
。

　
教
室
の
窓
側
は
、
は
き

だ
し
が
で
き
る
よ
う
、
教

室
一
面
ペ
ア
ガ
ラ
ス
戸
に

な
っ
て
い
た
。
廊
下
の
ガ

ラ
ス
戸
で
ペ
ア
ガ
ラ
ス
で

な
い
所
は
、
冬
季
に
結
露

が
で
き
廊
下
が
濡
れ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
教
室
の
広
さ
は

８
ｍ×

８
ｍ
と
一
般
的
な

教
室
よ
り
広
く
解
放
感
が

あ
っ
た
が
、
天
井
が
張
っ

て
な
く
、
エ
ア
コ
ン
も
無

く
、
強
い
雨
の
時
は
授
業

に
支
障
が
で
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

　
片
品
中
学
校
も
木
造
平

屋
建
て
の
予
定
で
あ
り
、

積
雪
の
関
係
か
ら
基
礎
部

分
を
高
く
す
る
こ
と
と
、

除
雪
に
対
す
る
配
慮
、
教

室
の
天
井
を
張
る
こ
と
と
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
要
望

す
る
。

三
、
視
察
の
目
的

①
管
内
小
学
校
の
統
合
に

　
向
け
た
作
業
の
参
考
に

　
す
る
た
め

②
片
品
中
学
校
立
替
え
工

　
事
の
参
考
に
す
る
た
め

二
、
視
察
の
場
所

　
沼
田
市
東
原
新
町

　
沼
田
市
立
沼
田
中
学
校

一
、
視
察
の
期
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

︵
委
員
長
　
千
明
道
太
︶

29

12

30

30

28

②
外
構
工
事
は
ス
ク
ー
ル

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
・
児

　
童
通
路
・
駐
車
場
等
の

　
舗
装
及
び
、
北
側
の
転

　
落
防
止
柵
の
設
置
を
予

　
定
し
て
い
る
。

20

27

27
36

24

25

26
沼田中学校　広場

沼田中学校　校舎

27

建築中の片品小学校

討  議  し  ま  し  た

第
６
回
定
例
会
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尾瀬の郷駅整備が予定されている鎌田商店街

尾瀬の木道

　
　
水
道
料
金
の
徴
収
率

が
　
％
で
滞
納
が
多
い
が

内
訳
を
聞
き
た
い
。

　
現
年
度
分
の
徴
収
率
は

　
％
だ
が
滞
納
繰
越
分
が

　
％
と
低
い
の
で
徴
収
率

を
上
げ
る
よ
う
努
力
を
し

て
い
く
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

一
、
平
成
　
年
度
決
算

　  

に
つ
い
て

問

　
　
村
道
や
林
道
で
枝
が

車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

が
対
処
で
き
な
い
か
。

　
点
検
を
し
て
支
障
箇
所

は
地
区
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。
　

︵
農
林
建
設
課
長
︶

三
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

問

　
　
白
根
山
の
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
の
導
入
は
。

　
全
国
各
地
で
噴
火
が
あ

り
万
が
一
に
備
え
て
レ
ベ

ル
１
か
ら
レ
ベ
ル
３
ま
で

の
基
準
を
決
め
て
入
山
規

制
や
通
行
規
制
を
か
け
る
。

︵
村
長
︶

問

　
　
農
業
用
水
の
不
足
対

策
と
し
て
水
道
水
の
夜
間

等
の
オ
ー
バ
ー
水
の
有
効

利
用
で
き
な
い
か
。

　
ピ
ー
ク
に
合
せ
て
渇
水

し
な
い
よ
う
に
流
入
量
と

流
出
量
を
決
め
て
い
る
が
、

余
剰
水
を
出
せ
る
保
障
も

な
い
し
、
別
目
的
で
の
利

用
は
考
え
て
い
な
い
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

問　
　
尾
瀬
の
事
故
が
多
く

観
光
や
防
災
面
で
マ
イ
ナ

ス
だ
が
村
に
対
策
は
あ
る

か
。

　
関
係
者
を
含
め
た
対
策

会
議
で
木
道
整
備
や
注
意

喚
起
の
看
板
、
ガ
イ
ド
さ

ん
に
よ
る
説
明
な
ど
行
っ

て
い
る
。

︵
副
村
長
︶

問

問

　
　
若
者
雇
用
創
出
事
業

の
事
業
委
託
料
８
６
４
万

の
内
訳
は
。

　
道
の
駅
整
備
に
向
け
て

の
基
本
設
計
費
と
し
て
計

上
。︵
仮
称
︶
尾
瀬
の
郷
駅

整
備
イ
メ
ー
ジ
は
、
鎌
田

地
域
を
花
の
谷
公
園
か
ら

寄
居
山
ま
で
の
全
体
を
中

心
地
区
活
性
化
型
、
町
並

み
修
復
型
の
道
の
駅
と
し

て
整
備
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
中
に
は
交
流

ゾ
ー
ン
、
憩
い
ゾ
ー
ン
、

文
化
ゾ
ー
ン
、
プ
ラ
ス
子

供
ゾ
ー
ン
を
計
画
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

︵
副
村
長
︶

二
、
平
成
　
年
度
補
正

     

予
算
に
つ
い
て

問

　
　
振
興
公
社
に
赤
字
部

門
︵
旅
行
部
︶
が
あ
る
が
、

そ
の
改
善
方
法
は
。

　
色
々
な
見
直
し
に
よ
り
、

公
社
が
引
き
受
け
る
前
に

比
べ
て
赤
字
額
を
大
幅
に

減
少
さ
せ
て
い
る
が
、
今

後
も
募
集
型
旅
行
な
ど
事

業
の
幅
を
広
げ
て
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ

う
検
討
す
る
。

︵
副
村
長
︶

︵
委
員
長
　
星
野
栄
二
︶

26

60.4
932.8

27

問　
　
運
転
手
の
雇
用
に
つ
い
て

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　
バ
ス
と
運
転
手
を
含
め
て

業
者
に
お
願
い
し
て
、
村
で

の
雇
用
は
考
え
て
い
な
い
。

︵
委
員
長
　
千
明
道
太
︶

委  員  が  慎  重  に
⑤
尾
瀬
高
校
ま
で
の
高
校

　
生
の
バ
ス
代
を
村
で
補

　
填
す
る
よ
う
考
え
て
い

　
る
。
ま
た
、
村
内
の
関

　
越
バ
ス
利
用
も
利
用
後

　
で
請
求
す
れ
ば
費
用
負

　
担
を
考
え
て
い
る
。

④
運
行
便
は
基
本
的
に
、

　
朝
１
便
・
夕
方
３
便
で

　
中
学
生
の
早
朝
練
習
や

　
延
長
部
活
の
対
応
も
考

　
え
て
い
る
。

③
　
人
乗
り
は
村
費
で
購

　
入
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
以
外
に
花
咲
線
に
午
前

　
１
便
・
午
後
１
便
を
考

　
え
て
い
る
。

②
中
型
車
６
台
に
つ
い
て

　
は
、
学
校
統
合
に
か
か

　
る
も
の
と
、
路
線
バ
ス
の

　
廃
止
︵
花
咲
線
︶
に
よ

　
る
補
助
金
で
購
入
す
る
。

①
　
人
乗
り
３
台
、　 

人

　
乗
り
３
台
、　 

人
乗
り

　
の
４
Ｗ
Ｄ
車
２
台
、
業

　
者
の
バ
ス
３
台
、
計
　

　
台
で
運
行
す
る
。

︵
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
︶

29

26

14

14

11

第
６
回
定
例
会



観
光
産
業
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

目黒区民まつり
区民まつり参加者を対象のアンケート調査結果

（調査対象人数は８０人）

委員会の管内視察 8

　
村
が
管
理
す
る
橋
は
　

橋
あ
る
が
そ
の
内
、
橋
長

　
ｍ
以
上
の
　
橋
が
国
で

定
め
る
長
寿
命
化
修
繕
計

画
事
業
に
あ
た
る
が
、
補

修
工
事
が
進
む
三
松
橋
、

今
年
度
か
ら
補
強
工
事
に

着
手
す
る
学
校
橋
や
平
成

　
年
度
か
ら
調
査
設
計
に

入
る
細
工
屋
橋
等
の
現
状

を
視
察
し
た
。

　
点
検
結
果
に
よ
り
優
先

順
位
を
つ
け
順
次
補
修
を

行
っ
て
、
安
全
か
つ
円
滑

な
道
路
交
通
の
確
保
を
行

う
。

平
成
　
年
７
月
　
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

　
東
日
本
大
震
災
発
生
後

に
全
国
各
地
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
が

進
ん
で
い
る
が
、
築
地
地
区

で
今
年
１
月
か
ら
運
転
開

始
し
て
い
る
太
陽
光
発
電

所
を
視
察
し
た
。
発
電
所

は
、
パ
ネ
ル
設
置
面
積
３

８
６
０
０
㎡
で
、
２
１
０
０

　
の
出
力
を
生
み
出
し
、

環
境
に
関
す
る
負
荷
軽
減

に
も
配
慮
し
た
施
設
で
あ

る
。
今
後
、
耕
作
放
棄
地

を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電

や
木
材
等
を
利
用
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
ま
た
小
水

力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施
策

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

■
村
内
橋
梁
︵
学
校
橋

・
三
松
橋
・
細
工
屋
橋
︶

　
国
民
体
育
大
会
で
利
用

し
た
ス
タ
ー
ト
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
地
点
は
、
標
高
１
４

０
０
ｍ
〜
１
５
０
０
ｍ
の

準
高
地
に
位
置
し
、
グ
リ

ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
、
陸
上

な
ど
の
合
宿
や
自
然
を
感

じ
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、
来
年
度

か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
協
力

を
得
て
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ

ク
の
先
行
整
備
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
る
。
整
備
計

画
の
進
行
に
伴
い
情
報
発

信
や
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
も

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
尾
瀬
ほ
た
か
高
原
ス

　
ノ
ー
パ
ー
ク
ク
ロ
ス

　
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

■
尾
瀬
の
郷
ソ
ー
ラ
ー

　
フ
ァ
ー
ム
太
陽
光

　
発
電
所

　
７
月
　
日
現
在
で
進
捗

率
は
　
％
で
屋
根
を
除
く

２
階
部
分
ま
で
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
打
ち
終
わ
っ
て

い
た
。
　
月
末
ま
で
に
は
、

完
成
予
定
。

■
新
片
品
小
学
校
建
築

　
現
場

︵
委
員
長
　
千
明
道
太
︶

︵
委
員
長
　
星
野
栄
二
︶ 築地地区で稼働している

尾瀬の郷ソーラーファーム

アンケート調査の様子

今年度から補強工事に着手する学校橋

視察先の片品小学校建築現場プール等の跡地に臨時校舎が建築される

委 

員 

会 

の 

管 

内 

視 

察

27

27

29

22

70

13
32

12

15

kw

14

14

，

，

●片品村を知っている・・・・・・・・→６３％
●片品村に行ったことがある・・・・・→３２％
●尾瀬を知っている・・・・・・・・・→９４％
●尾瀬に行ったことがある・・・・・・→５０％
●尾瀬に行きたいと思う・・・・・・・→９２％
●片品のスキー場で行ったことのあるスキー場は
尾瀬戸倉→　８％　尾瀬岩鞍→１４％　丸沼高原  →１３％
武尊牧場→　９％　オグナ　→　３％　かたしな高原 →　６％
な　　し→４７％
●片品のスキー場で行ってみたいスキー場は
尾瀬戸倉→１２％　尾瀬岩鞍→１０％　丸沼高原  →１５％
武尊牧場→１２％　オグナ　→　３％　かたしな高原 →　６％
な　　し→４２％
●片品の観光で行ってみたいものは
そば打ち体験→１３％　スキー・スノーボード→１１％
キャンプ→  ９％　ピザづくり体験→  ９％　川・沢遊び→  ９％
ハイキング→  ８％　豆腐づくり体験→  ８％　その他   →３３％

■
尾
瀬
ほ
た
か
高
原
ス

　
ノ
ー
パ
ー
ク
ク
ロ
ス

　
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　
平
成
　
年
度
か
ら
立
替

え
に
着
手
す
る
。
プ
ー
ル

は
　
年
度
中
に
取
り
壊
す
。

■
片
品
中
学
校

　
中
学
校
建
築
に
使
用
す

る
木
材
︵
林
齢
　
年
生
︶

約
１
　
、
及
び
場
所
の
確
認
。

■
村
有
林

︵
東
小
川
字
中
井
地
区
︶

　
ス
タ
ー
ト
場
所
の
グ
ラ

ン
ド
を
平
成
　
年
度
に
、

自
衛
隊
に
お
願
い
し
、
整

備
予
定
。 28

28

27

57

ha

　９月２０日（日）東京の目黒区で開催された第３９回

「目黒区民まつり（愛称：目黒のＳＵＮまつり）」に、

都市との交流を進める特別委員会活動の一環として参加

してきました。このお祭りは、目黒のさんま祭・ふるさ

と物産展、被災地復興支援イベント等で構成され、会場

の田道広場公園、目黒区民センター、田道小学校には、

約 32,000人が訪れました。また、目黒川沿いには気仙沼

漁港で水揚げされたばかりの炭火焼さんまを目当てに、

ぐるりと長い行列ができるほどの盛況ぶりでした。

　この祭りに参加した片品村議会は、むらづくり観光課

職員と地域おこし協力隊の協力を得て、会場に片品村の

　　　　　　　　　　　　　ブースを設け、トマトやト

　　　　　　　　　　　　　マトジュースの販売、祭り

　　　　　　　　　　　　　の参加者へのアンケート調

　　　　　　　　　　　　　査を実施し、片品村のＰＲ

　　　　　　　　　　　　　と目黒区民との交流に努め

　　　　　　　　　　　　　てきました。

（委員長　梅澤志洋）

さ  ん



先輩議員からの

ひと言

議員ＯＢの声9

入
澤
登
喜
夫

星
野
　
千
里

今
井
　
　
功

星
野
　
逸
雄

千
明
　
道
太

星
野
　
精
一

梅
澤
　
志
洋

星
野
　
栄
二

髙
山
　
悦
夫

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

手数料条例の一部改正

議会会議規則の一部改正

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

観光施設事業特別会計

介護保険特別会計

下水道事業等特別会計

後期高齢者医療特別会計

一般会計 (第2号)

国民健康保険特別会計 (第1号)

簡易水道事業特別会計 (第1号)

介護保険特別会計 (第2号)

下水道事業等特別会計 (第1号)

後期高齢者医療特別会計 (第1号)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

発　議
第 4号
認　定
第 1号
同　意
第 2号

同　意
第 5号
同　意
第 6号

認　定
第 3号
認　定
第 4号

認　定
第 7号

議　案
第50号
議　案
第51号

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第54号
議　案
第55号
議　案
第56号

議　案
第57号
議　案
第58号

条
例
等
一
部
改
正

平

成

　

年

度

決

算

平
成
　
年
度
補
正
予
算

９月定例議会の主な議案内容及び議決一覧

さん大竹　文夫

議員任期 平成１９年４月 〜 平成２３年４月

（菅沼）

　
私
の
議
員
任
期
の
終
る
直
前
に
、

東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。

　
以
来
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
が

収
束
し
な
い
ま
ま
、
大
震
災
が
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
村
︵
自
治
体
︶
が
消
滅
す
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
中
で
日
々
を

送
り
、
働
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
私
の
近
所
で
も
子
育
て
世
代
が
少

な
い
状
況
で
す
が
、
一
方
で
は
新
し

い
若
い
人
や
家
族
も
入
っ
て
来
て
い

ま
す
。

　
昔
か
ら
の
つ
な
が
り
を
保
ち
な
が

ら
、
人
と
人
が
結
び
つ
く
新
た
な
働

き
方
、
家
族
や
地
域
を
、
ど
う
す
れ

ば
つ
く
っ
て
い
け
る
か
。
思
い
悩
む

日
々
で
す
。

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
行
動
し

て
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
先
頭

に
立
っ
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

26

27



フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

議 会 活 動 日 誌
７月

８月

９月

９月

10月

12月議会を傍聴しませんか！

編  

集  

後  

記

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

議 会 活 動 10

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
星
野
　
千
里
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

27日 総務文教常任委員会先進地視察

（沼田中学校）

４日

６日

  〃 
  〃 

   〃 
11日

25日

  〃 

給食センター、観光施設、上下水道、
国保、介護の各委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
第５回議会臨時会
都市との交流を進める特別委員会
総合計画並びに地方版総合戦略策定
意見交換会
議会運営委員会
議会全員協議会

３日 第６回議会定例会（９月議会）開会、

決算説明

 ３日

15 日

18 日

第５７回村民運動会

片品村敬老会

消防団秋季点検

４日

 〃 
８日
10日
11日

 〃 
 12日
16日
19日

25日
26日
27日

30日

決算・補正予算説明会
第１回議会広報編集特別委員会
総務文教・観光産業常任委員会
議員会
第６回議会定例会（９月議会）閉会
第２回議会広報編集特別委員会
片品中学校体育祭
片品村戦没者追悼式
村内各小学校運動会
目黒区との交流会

（目黒区民まつり片品村コーナー出展）
北保育所運動会
片品保育所・南保育所運動会
片品村収穫祭
檜枝岐村議会との交流会
第３回議会広報編集特別委員会

20日  〜  21日

28日  〜  29日

次回定例会は、12 月 4 日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
にて閲覧できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

星野　精一

今井　　功

星野　千里

星野　逸雄

髙山　悦夫

千明　　勉

　
９
月
議
会
は
前
年
度
決
算
議
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
税
の
公
平
性
、
有
効
性
な
ど

の
着
眼
点
か
ら
活
発
な
議
論
が
持
て
た

定
例
会
だ
っ
た
と
自
己
評
価
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
補
正
予
算
に
お
い
て
は
児
童
館

設
計
、
道
の
駅
設
計
予
算
が
し
っ
か
り

と
し
た
議
論
、
討
論
の
末
に
議
決
さ
れ

た
こ
と
も
お
伝
え
し
ま
す
。

　
現
在
着
工
中
の
片
品
小
学
校
は
平
成

　
年
開
校
を
予
定
し
、
児
童
館
は
平
成
　

　
年
、
片
品
中
学
校
は
平
成
　
年
完
成

予
定
と
、
大
き
な
税
金
を
投
入
し
た
教

育
と
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
が
続
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と

し
て
の
議
会
の
自
覚
を
よ
り
強
く
持
ち

未
来
、
将
来
か
ら
評
価
さ
れ
る
建
物
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
﹁
主
権
村
民
﹂

の
意
識
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
持
っ
て
い

た
だ
き
、
村
政
運
営
を
注
視
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
も
、
皆
さ
ん
と
の
大
切
な

接
点
と
し
て
の
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
、

よ
り
わ
か
り
易
く
開
か
れ
た
も
の
に
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

編
集
委
員
長

星
野  

精
一

2829
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片品南小学校運動会 武尊根小学校運動会


